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担当課等 確認事項等 回答 
社会福祉協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組内容】 
市内社会福祉法人施設長などの地域座談会の開催 

【計画】 
座談会開催に向け、各法人の状況等情報収集を行う。 

【評価】 
 Ｃ 
【確認事項】 
①できなかった理由や背景として、どんなことが挙げられるか。 
②計画の実現に向け、できなかった理由や背景の克服など、今後、具

体的にどのようなことを行っていこうとしているのか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 台風や大雨災害等の各法人間連携等をテ

ーマに情報収集を行う予定であったが、

議題を絞り込めないまま時期を逸してし

まい、できなかった。 
② 個別の聞き取り等を行う。 



2 
 

社会福祉課 
（社協と連動） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組内容】 
市内社会福祉法人施設長などとの地域座談会の開催 

【計画】 
  社会福祉協議会の地域福祉活動事業に対して補助金を交付するこ

とにより、社会福祉法人事業所等連絡協議会の活動を支援する。         
  また、社会福祉施設等に周知すべき情報を社会福祉法人等連絡協

議会を通じて伝達する。 
【評価】 
 Ｃ 
【確認事項】 
①開催に至っていない理由や背景として、どんなことが挙げられる

か。 
②開催に至らなかった理由や背景の克服など、今後、具体的にどのよ

うなことを行っていこうとしているか。 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 横の連携の必要性が低いとの意見を持つ

社会福祉法人があり、協議会の設立が難

しいとのことなので、災害時の法人間連

携等について気軽に意見交換する座談会

を提案したが、時期的に遅かったため、

実施できなかったとのこと。 
② 別の方法で社会福祉協議会による交流機

会づくりへの支援を検討する。 
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社会福祉協議会 

 

 

 

 

【取組内容】 
小学生等への高齢者疑似体験や車いす操作など体験学習の機会提供 

【計画】 
〇福祉体験学習への講師派遣、福祉用具の貸出。 
〇子ども向け夏休み福祉講座の開催。 
〇夏休みボランティア体験プログラムを開催。 
〇福祉教育指定校及び福祉教育推進団体への支援。 

【評価】 
 Ｃ 
【確認事項】 
① 福祉教育推進会議の開催が少なかった理由や背景として、どんなこ

とが挙げられるか。 
② 開催が少なかった理由や背景の克服など、今後、具体的にどのよう

なことを行っていこうとしているか。 
 
 
 
 
 
 
 

 

① 福祉教育指定校及び福祉教育推進団体と

の事業実施に向けた福祉教育推進会議を

行い、地域における小学校から高校まで

継続した福祉教育の在り方を模索する予

定であったが、新型コロナウイルスの流

行により、年度後半に予定していた会議

が中止となり、次年度の取り組みを話し

合うことができなかった。 
② 中止となった福祉教育推進会議を開催

し、福祉教育指定校及び福祉教育推進団

体との事業を実施する。 
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社会福祉協議会 

 

 

 

 

【取組内容】 
ボランティアや地域の福祉人材の養成講座の開催 

【計画】 
〇市受託事業の生活支援サポーター養成講座を開催。 
〇市受託事業の音訳ボランティア養成講座の開催。 
〇市民活動支援センターとの共催の夏休みボランティア体験プログラ

ムの開催。 
〇子ども向け夏休み福祉講座の開催。 
〇保育ボランティア養成講座の開催。 
〇傾聴ボランティアフォローアップ講座の開催。 
〇災害ボランティアリーダー養成講座の開催。 
【評価】 
 Ｃ 
【確認事項】 
① 福祉人材の養成講座の開催が少なかった理由や背景として、どん

なことが挙げられるか。 
③ 開催が少なかった理由や背景の克服など、今後、具体的にどのよ

うなことを行っていこうとしているか。 
 
 
 
 

 

① 年度の後半に予定していた講座は、新型

コロナウイルス感染防止のため中止し

た。 
② 中止した講座を次年度実施する。 

 



5 
 

社会福祉課 

 

 

 

 

 

【取組内容】 
民生委員・児童委員による相談活動の支援 

【計画】 
  千葉県の決定により、１２月一斉改選時に定数、地区割りの改正 
【評価】 
 Ｃ 
【確認事項】 
① 地区割りや定数を見直しても欠員地区が減らない理由や背景とし

て、どんなことが挙げられるか。 
② 欠員地区を減らすために、今後、具体的にどのようなことを行っ

ていこうとしているか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 欠員地区が減らない理由としては地区住民

の高齢化の進行、働き世代の増加、両親の

介護等が挙げられる。現任民生委員も高齢

化が進んでおり、上記理由により後任探し

に苦慮している。 
② 欠員地区における民生委員確保のため、引

き続き自治会・管理組合などに働きかけを

し、会合の場に出向いて、選任を依頼して

いく。 
また、民生委員・児童委員を各地区に適正

に配置し、活動しやすい環境をつくるた

め、定数の見直し、地区割りの検討などを

令和４年１２月の一斉改選に向けて、検討

を進めていく。 
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社会福祉課 

 

 

 

 

 

【取組内容】 
地域別の地域福祉活動の活動拠点の整備及び地域福祉活動推進のため

の地域ネットワーク構築支援 
【計画】  
支部社協の活動拠点整備の準備 
【評価】 
 Ｃ 
【確認事項】 
① 支部社協の活動拠点整備の準備があまり進まない理由や背景とし

て、どんなことが挙げられるか。 
② 支部社協の活動拠点を整備するために、今後、具体的にどのような

ことを行っていこうとしているか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①NT 中央南支部の活動拠点について、生活

支援サービスを小地域で活発化させる等の

目的で市に要望したが、要望した現在の活

動場所は、他団体と共用すべき場所であ

り、占用させることはできないとのことで

あった。 
①現在の活動場所にこだわらず、引き続き支

部と協議して市と交渉を継続していく。 
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社会福祉協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組内容】 
災害ボランティア養成講座の開催 

【計画】 
〇災害ボランティア立ち上げマニュアルの作成 
〇災害時の行動マニュアルの作成 
〇災害ボランティアセンター運営訓練の継続実施 
【評価】 
 Ｃ 
【確認事項】 
①できなかった理由や背景として、どんなことが挙げられるか。 
②計画の実現に向け、できなかった理由や背景の克服など、今後、具

体的にどのようなことを行っていこうとしているのか。 
 
 
 
 
 
 
 

① 年度末に実施する予定であった災害ボラ

ンティアセンター運営訓練が、新型コロ

ナウイルスの流行により中止となってし

まったため。 
② 実践経験を踏まえた訓練を実施するとと

もに、引き続き情報の集約や勉強会等を

開催しマニュアルの作成を進める。 
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防災課 【取組内容】 
福祉避難所運営に関する研修の実施 

【計画】 
市総合防災訓練での福祉避難所運営訓練の実施 

【評価】 
Ｃ 

【確認事項】 
①できなかった理由や背景として、どんなことが挙げられるか。 
②できなかった理由や背景の克服など、今後、具体的にどのようなこ

とを行っていこうとしているか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

① 市総合防災訓練が天候不良により中止と

なったため。 
②引き続き、市総合防災訓練において、福祉

避難所運営訓練を実施する。 

 


